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乱 の 表 現 を与 える こ とに す る ｡い ま､ j番 目 の原 子核 の位 置 を
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オンとの共存/競合によってもたらされたものであると考えている｡このような現象は,希薄キャリア一
系特有の新しい物理現象であると考えられ､Ceモノプニクタイド系全体における異常な物性をもたらす
主な原因であると考えられる｡
4､おわUに
本稿では､∴中性子散乱のほんの一部分であったが､弾性散乱断面積の定式化､特に､へり磁性体に対す
る磁気散乱断面積について詳しく述べることができた｡最近､C<Cu6.zAuz)､CePul_zRhふSi,Ceがi,など
の物質群で､非フェルミ液体的振る舞いを示す組成または圧力値の近くで磁気モーメントの変調構造があ
らわれることが示唆されており､学会等で､活発に議論されている｡学会等で発表されるこのような物質
に対する中性子散乱実験のデータを検討する上で､本稿が一助になれば幸いである｡
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